
人
は
木
石
に
非
ず

義
を
見
て
為
さ
ざ
る
は
勇
無
き
な
り

思
邪
無
し

食
ら
は
ざ
れ
ば
其
の
旨
き
を
知
ら
ざ
る
な
り

計
る
に
従
り
て
得
る
無
し

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず

人

非

木

見

無

不

待

人

（ 3 ） 2 ）（

歳

月

）1（ 次
の
漢
文
の
書
き
下
し
文
に
従

っ
て
返
り
点
を
つ
け
な
さ
い

。

）

名前

漢
文

年

組

（

た
だ
し

、
返
り
点
が
不
要
な
欄
に
は
×
を
書
き
な
さ
い

。

歳
月
は
人
を
待
た
ず

（ 4 ）

石

思

義

為

邪 不

勇

也

無

也

其

旨

（ 5 ）

弗

食

不

知

（ 6 ）

計

無

従

得

（ 7 ）

百

聞

不

一

見

如

得点　　　　　　　/70



憚 食

勿 敢

君
笑
ふ
こ
と
莫
か
れ

子
敢
へ
て
我
を
食
ら
ふ
こ
と
無
か
れ

過
ち
て
は
則
ち
改
む
る
に
憚
る
こ
と
勿
れ

吾
が
仁
を
傷
つ
く
る
こ
と
勿
か
れ

己
の
長
を
説
く
こ
と
無
か
れ

妄
言
す
る
毋
か
れ

君

莫

笑

子

則

施

於

欲

、
勿

（ 3 ） 2

人

）（

己

所

不

）1（ 次
の
漢
文
の
書
き
下
し
文
に
従

っ
て
返
り
点
を
つ
け
な
さ
い

。

）

名前

漢
文

年

組

（

た
だ
し

、
返
り
点
が
不
要
な
欄
は
空
欄
に
す
る
こ
と

。

己
の
欲
せ
ざ
る
所

、
人
に
施
す
こ
と
勿
か
れ

（ 4 ）

過

無

改 我

也

也

（ 5 ）

勿

傷

吾

仁

（ 6 ）

無

説

己

長

之

（ 7 ）

毋

妄

言
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而

官

之
に
鳴
け
ど
も
其
の
意
に
通
ず
る
能
は
ず

得点　　　　　　　/70

相

（ 7 ）

退

不

撃

退
き
て
は
相
忘
る
る
を
得
ず

得

忘

得

（ 6 ）

荘

不

人

兮

荘
撃
つ
を
得
ず

（ 5 ）

懐

佳

忘

不

能

佳
人
を
懐
ひ
て
忘
る
る
能
は
ず 有

功

（ 4 ）

其

臣

可

尽
く
は
信
ず
べ
か
ら
ず

臣
は
官
を
越
え
て
功
有
る
こ
と
を
得
ず

鳴

之

不

不

不

通

意

）1（ 次
の
漢
文
の
書
き
下
し
文
に
従

っ
て
返
り
点
を
つ
け
な
さ
い

。

）

名前

漢
文

年

組

（

た
だ
し

、
返
り
点
が
不
要
な
欄
は
空
欄
に
す
る
こ
と

。

常
の
馬
と
等
し
か
ら
ん
と
欲
す
る
も

、
得
べ
か
ら
ず

（ 3 ） 2

得

）（

欲

与

常

馬

等

、
不

可

越 信

得 尽

能



可 甚

、

不

然
ら
ず
ん
ば

、
何
を
以
て
此
に
至
ら
ん

不

得点 /70

復

（ 7 ）

兎

不

勢

闘
、

兔
は
復
た
得
べ
か
ら
ず

可

得

虎

其

倶

（ 6 ）

今

両

不

必

今
両
虎
闘
は
ば

、
其
の
倶
に
は
生
き
ざ
ら
ん

生
一

（ 5 ）

勇

者

有

仁

勇
者
は
必
ず
し
も
仁
あ
ら
ず

勝 解

数

（ 4 ）

、
以

至

求

何

遇

読

禍
災
に
遇
ふ
者

、
勝
げ
て
数
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り

不

然
、
籍

好

禍

此

）1（ 次
の
漢
文
の
書
き
下
し
文
に
従

っ
て
返
り
点
を
つ
け
な
さ
い

。

）

名前

漢
文

年

組

（

た
だ
し

、
返
り
点
が
不
要
な
欄
は
空
欄
に
す
る
こ
と

。

家
貧
し
く
常
に
は
油
を
得
ず

（ 3 ） 2 ）（

家

貧

不

常

得

油

者 不

災 書

書
を
読
む
を
好
む
も
甚
だ
し
く
は
解
す
る
こ
と
を
求
め
ず



足 寒

不 悪

寒
き
を
悪
ま
ざ
る
に
非
ざ
る
な
り

不

教
へ
に
非
ざ
る
無
き
な
り

酒
、
無

夕

（ 3 ） 2

飲

）（

偶

有

名

也

）1（ 次
の
漢
文
の
書
き
下
し
文
に
従

っ
て
返
り
点
を
つ
け
な
さ
い

。

）

名前

漢
文

年

組

（

た
だ
し

、
返
り
点
が
不
要
な
欄
は
空
欄
に
す
る
こ
と

。

偶
名
酒
有
り

、
夕
べ
と
し
て
飲
ま
ざ
る
こ
と
無
し

有

不

足
ら
ざ
る
所
有
れ
ば

、
敢
え
て
勉
め
ず
ん
ば
あ
ら
ず

無

非

教

非

所

也

（ 4 ）

、

敢

不

勉

（ 5 ）

天

下

之

称

君

天
下
君
の
賢
を
称
せ
ざ
る
莫
し

不

不

不

賢

（ 6 ）

弟

子

弟
子
は
必
ず
し
も
師
に
如
か
ず
ん
ば
あ
ら
ず

師

（ 7 ）

吾

未

如

必

兔
は
復
た
得
べ
か
ら
ず

嘗

得

見

不

也

不

莫
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不 言

亦

言
有
る
者
は
必
ず
し
も
徳
有
ら
ず

返

得点　　　　　　　/70

逼

（ 7 ）

懿

不

復

去

懿
敢
え
て
逼
ら
ず

敢 一

不

（ 6 ）

黄

鶴

農

、
時

黄
鶴
一
た
び
去
り
て
復
た
返
ら
ず

勝

食

也

（ 5 ）

不

違

可

穀

不

農
の
時
を
違
へ
ず
ん
ば

、

穀
勝
げ
て
食
ら
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り 惜

（ 4 ）

、
必

有

与

甚

秦

去

秦
人
之
を
視
て

、
亦
甚
だ
し
く
は
惜
し
ま
ず

有

言

者

遂

人

徳

）1（ 次
の
漢
文
の
書
き
下
し
文
に
従

っ
て
返
り
点
を
つ
け
な
さ
い

。

）

名前

漢
文

年

組

（

た
だ
し

、
返
り
点
が
不
要
な
欄
は
空
欄
に
す
る
こ
と

。

不
者
ん
ば

、
若
が
属
皆
且
に
虜
と
す
る
所
と
為
ら
ん
と
す

（ 3 ） 2

所

）（

不

者
、
若

不 属

皆

且

之 復

視 不

遂
に
去

っ
て
復
た
与
に
言
は
ず

虜

為
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